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10月23日(月)には、次のよ
うな協議が行われました。

前期学校評価の結果について各プロジェクトリーダーから説明 ○：成果 △：課題

今回の熟議は「課題解決に向けてできること」学校・家庭・地域でとり入れられることから・・・
課題：「SNS・オンラインゲームの使い方」
取組（案）
・他の家庭ではどのようなルールを決めているのか、学年懇談会で情報を共有する。
・基本的な生活習慣推進事業講演会（行方市PTA連絡協議会 11月25日 麻生公民館）に参加

課題：「家庭学習への計画的な取組」
取組（案）
・親子でできる課題にチャレンジ（負担にならないように）
・学年懇談会で情報交換 ・自主学習の見本の提示

課題：「進んで体を動かす」
取組（案）
・意図的に機会をつくる。（例：なわとび(季節に応じて)・ラジオ体操(親子で)）
・目的を用意して運動を促す。（例：自転車で親子で一緒に買い物に行く。）
・対面での遊びの魅力をPRする。（ゲーム依存対策） ・お手本動画を活用する。
・
課題：「自分からあいさつをする」
取組（案）
・たくさんの人との関わり合いの中で身に付けられるようにする。（家庭の中で習慣化）
＊子供も、お家の方も、身近な人にあいさつ→家庭から地域に広げる。

課題：「祖父母の方との関わり」
取組（案）
・学校の様子を知っていただくために、祖父母も対象に学校を公開する。
・父母と祖父母が方針をそろえることが子供の安心な育ちにつながる。
・世帯で、地域で子供を見守る。→あいさつ

「子供が考え 子供が動く」チャンスをつくりチャレンジを見守る

輝 き

○ タブレットを活用した授業づく
りに肯定的な回答：保護者の93％
・児童は文房具のように活用
・教員の「授業研究」の成果

△ 家庭学習に自分で計画して取り
組めるとよい
・「学習の手引き」の活用
・グッドモデルの提示

確
か
な
学
力

○ 子供には健康を意識して生活さ
せていると回答：保護者の94％
・生活リズムチェックシートの活用
・親子で｢食育｣や｢歯磨き｣を計画

△ 進んで体を動かせるとよい
・熱中症対策により運動機会減
・室内でもできる運動機会を工夫
＊ダンス等の動画配信

健
や
か
な
体

○ 子供は自分や友だちのよさに気
付いていると回答：保護者の90％
・児童主体の行事や特別活動

△ 進んであいさつができるとよい
・中学校と連携したあいさつ運動
＊縦割り班ごとに目標設定

△ SNSのトラブル
・不適切な活用が友人関係に影響

豊
か
な
心

○ 学校の教育目標や教育活動の内
容が分かると回答：保護者の89％
・HP・各種便りでの情報発信
・学校運営協議会での熟議の成果

○ 学校支援ボランティアの充実
・サツマイモや花の苗植え
・教科(生活･社会･体育)指導の支援

△ 熟議内容の地域学校協働活動への反映

地
域
連
携

「第３回 学校運営協議会」報告


